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１．前回の会議意見への対応方針について

年⽉⽇︓令和7年2⽉28⽇
出席者︓アドバイザー委員

⽇野川河川事務所

備考対応⽅針等会議での回答会議での意⾒内容ページNo.
会議での回答のとおり。
掘削後の維持管理のあり⽅も含め、野⿃の会にもご協⼒い
ただきながら検討を進める予定である。

河⼝砂州は切り下げ等の維持管理が必要
であり、維持管理にあたってはコアジサ
シの繁殖環境は考慮すべき項⽬となって
いる。維持管理計画のなかで河⼝砂州の
適切な掘削⽅法を確⽴していきたいと考
えており、野⿃の会のご協⼒もいただき
ながら検討を進めたい。

⾃然再⽣の⽬標について、コアジサシの繁殖
も位置づけていただきたい。

資料5
P25-26

1

本資料
P3

第3回会議の前に、未来守りネットワーク、伯耆のタビラを
まもる会にミナミアカヒレタビラの⽣息状況について、⽇
野川⽔系漁業協同組合に⾃然再⽣計画（素案）について意
⾒を伺った。
また、第１回⾃然再⽣部会の前にも、未来守りネットワー
ク、伯耆のタビラをまもる会、⽇野川⽔系漁業協同組合に、
⾃然再⽣の事業内容等を説明し、意⾒を伺った。
今後も、必要に応じて地域の関係者に意⾒を伺いつつ、⾃
然再⽣計画の策定を進める予定である。

アドバイザー会議に諮る前には地域の有
識者に意⾒を伺い、その結果を会議に提
供させていただくことを考えている。

⾃然再⽣計画策定の準備段階において、⽇野
川・法勝寺川の⾃然環境に詳しい地域の関係
者に関わっていただきたい。

－2

資料5
P38-39

⾃然再⽣計画の「地域との連携」の対象に、流域の市町村
や地域住⺠等を⽰し、環境教育・環境学習等において意⾒
交換や連携を図っていく旨を記載した。

活動を継続させる観点で、地域の⼦供た
ちの⼒は必要不可⽋と認識している。福
市箇所の⽔辺の学校の活⽤等により、⼦
供たちに⾃然環境を知っていただいて、
どう⽣物の保全につなげていくか、地域
と⼀緒に考えていくことを考えている。

地域の⼦供たちが興味を持って、⼦供たちが
できるレベルで⽣物の保全を学習・体験する
機会となることを期待している。

－3

資料5
P2

第1章において正常流量に関する記載を追加した。ご指摘のとおり、検討の前提条件として
正常流量の状況について記載する。

⾃然再⽣計画案の第1章〜第2章で、正常流
量に関する記載を追加すべきに思う。正常流
量を抜きにしては、⽣態系の保全は⼗分議論
できないと思う。

－4

資料5
P36-37

整備内容を検討し、その効果把握を⽬的としたモニタリン
グ計画を⽴案した。

⾃然再⽣計画の対象期間については、整
備計画の期間内を想定している。モニタ
リング頻度については、今後、モニタリ
ング項⽬も含めて検討を進めて次回の会
議で提⽰する⽅針である。

⾃然再⽣計画の対象期間やモニタリング頻度
についての⽅針はあるか。

－5

会議での回答のとおり。河川整備計画へのフィードバックについ
ては、⾃然再⽣計画で河川環境の定量的
な⽬標を整理して、それを河川整備計画
に反映させる⽅針である。

河川整備計画に⾃然再⽣計画をどのように
フィードバックするのか、についての⽅針は
あるか。

－6

備考）ページについて、前回の会議から資料番号やページ番号が変わった箇所もあるため、今回の協議資料に合わせた番号を記載した。

（１）第3回 ⽇野川河川整備計画アドバイザー会議

個⼈情報保護の観点より⾮公表
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備考対応⽅針等会議での回答会議での意⾒内容ページNo.
河川整備や維持管理にあたって、⽇野川⽔系の植物に詳し
い有識者に意⾒を伺い、必要に応じて重要種の移殖等の対
応をとる。

⼯事を実施するにあたっては、河川⽔辺
の国勢調査等における植物の重要種の確
認記録がないかを確認して、確認記録が
ある場合は有識者の意⾒も踏まえて、移
植等の対応をとっている。今後もご紹介
いただいた団体や有識者の意⾒を聞きな
がら丁寧に進めたいと考えている。

重要種については⽣育場所を把握し、⼯事を
実施するにあたり、影響がある場合は移植す
るなどの対応を⾏っていただきたい。植物に
ついても、⾃然環境に詳しい地域の団体が存
在しており、ヒアリング等により情報を収集
して計画を進めていただきたい。

－7

本資料
P3

※No.2の対応⽅針等を参照河川⽔辺の国勢調査でしか⾃然環境の情
報を得られていないのが実態なので、地
域の有識者とコミュニケーションを取り
ながら情報を収集し、議論を進めていき
たい。

流⼊河川や⽤⽔路などに⽣息する重要種もい
るが、そのような情報は⿂類に詳しい地域の
有識者に意⾒を伺うべきと思う。⾃然再⽣計
画を進めるには、地域の理解や協⼒が不可⽋
であり、そのためにも地域の有識者に意⾒を
伺ったほうがよい。

－8

資料5
P26

資料6
P1〜P6

重要種は⾃然再⽣事業のシンボルであり、その保全・再⽣
を図ることで、⼀般的な種も含めて河川環境の保全・再⽣
を図りたいと考えており、⾃然再⽣⽬標は、重要種に限定
していない。
なお、河川⽔辺の国勢調査における⽣物の確認状況（確認
種）を参考資料に追加した。

－⾃然再⽣計画は、重要種だけを対象とするの
ではなく、⼀般的な種にもスポットを当てた
ほうがよいと思う。

－9

資料5
P6、P14

事務所が著作権を有する写真で、種の特徴が出ている写真
に差し替えた。

ミナミアカヒレタビラの写真については、
著作権の問題もあるが検討したい。

ミナミアカヒレタビラの写真は、本種らしく
ない写真であり、地域の有識者にお願いすれ
ば種の特徴（婚姻⾊等）が出ている写真を提
供していただけると思うので、検討いただき
たい。

資料5
P6、P14

10

本資料
P3

※No.2の対応⽅針等を参照。－答えはないが、環境については、地域住⺠や
訪れる⽅々が、⽇野川・法勝寺川どのような
川にしたいかという視点が重要である。10
年後20年後、どのような川になるのがいい
のか、合意形成を図りながら意⾒をまとめる
のは1つの⽅法と思う。

－11

本資料
P3

※No.2の対応⽅針等を参照。－⽣息・⽣育する⽣物の情報だけでなく、地域
の関係者等からも意⾒を伺いつつ議論するこ
とが重要である。できることできないことが
あったり、⽇頃接している環境が同じであっ
ても⼈によって意⾒が異なることもあったり
するので、⼈の意⾒も聞いて議論を進めるこ
とが重要である。そういった意⾒を⾏政側に
伝えて実現を⽬指すことが必要であり、この
場がその助けになればと思っている。

－12

１．前回の会議意見への対応方針について

備考）ページについて、前回の会議から資料番号やページ番号が変わった箇所もあるため、今回の会議資料に合わせた番号を記載した。

（１）第3回 ⽇野川河川整備計画アドバイザー会議
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２．関係機関意見への対応方針について

（１）ミナミアカヒレタビラ関係の市⺠団体
年⽉⽇︓令和7年4⽉23⽇
出席者︓NPO法⼈未来守りネットワーク

伯耆のタビラをまもる会
⽇野川河川事務所

年⽉⽇︓令和7年4⽉18⽇
出席者︓⽇野川⽔系漁業協同組合

⽇野川河川事務所

備考対応⽅針等協議での回答協議での意⾒内容ページNo.
資料5
P29

協議での回答のとおり。平成24年以降の確認記録が⽰されているが、
現在の⽣息状況と異なっており、このデータ
に基づき事業を実施すると、実態に合わない
ことになる。

資料5
P14

1

資料6
P28

－資料5
P14

2

資料5
P38

⿃取県を始めとした地域の関係者と意⾒交換を⾏い、連携
して事業を推進することとする。

国⼟交通省として整備等ができるのは直
轄管理区間に限られる。
ミナミアカヒレタビラは県条例の指定種
であることから、⿃取県との連携も必要
と考えている。

流域レベルで⾃然環境保全の取り組みを進め
る必要がある。

－3

資料5
P37

⾃然再⽣事業や河川⽔辺の国勢調査において、ミナミアカ
ヒレタビラの⽣息状況を把握するモニタリング計画とする。

－継続的なミナミアカヒレタビラの⽣息状況の
モニタリングを実施していただきたい。

－4

資料5
P33

ミナミアカヒレタビラの繁殖環境となるワンドと、ミナミ
アカヒレタビラの成⻑環境・⽣息環境となる細流を組み合
わせた整備を検討することとする。

ミナミアカヒレタビラの繁殖環境（＝ド
ブガイ類の⽣息に適した環境）と⽣息環
境は同⼀でないと考えており、それぞれ
に適した環境を創出する⽅向で考えてい
る。

ミナミアカヒレタビラやドブガイ類の⽣息環
境の整備について、⽐較的広い寄り洲がある
ので、細流を創出してはどうか。
ワンドは⽌⽔域となりミナミアカヒレタビラ
の⽣息環境として好ましくなく、環境の多様
性を創出しにくいのではないか。
ドブガイ類の⽣息に適した箇所も必要である。

資料5
P33

5

備考対応⽅針等協議での回答協議での意⾒内容ページNo.
資料5
P31

⾃然再⽣事業としては、⽇野川堰の⿂道改良を実施する⽅
針とする。
法勝寺川については、当⾯、各堰への⿂道整備・改良は実
施せず、⽇野川において確認された外来⿂（オオクチバス、
ブルーギル）の対策を検討することとする。

－法勝寺川については、堰を改良して遡上でき
るようになると、ブルーギル等の外来⿂が広
がってミナミアカヒレタビラの⽣息域に影響
が⽣じる可能性がある。

－1

（２）⽇野川⽔系漁業協同組合

備考）ページについて、前回の会議から資料番号やページ番号が変わった箇所もあるため、今回の会議資料に合わせた番号を記載した。

個⼈情報保護の観点より⾮公表

重要種保護の観点より⾮公表

重要種保護の観点より⾮公表 重要種保護の観点より⾮公表

個⼈情報保護の観点より⾮公表


